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研究成果の概要（和文）：地域社会では人々は，明示的な人間関係だけでなく，暗黙的な人間関係も構成されて
いる．暗黙的な関係性を持つ人々が相互に互いに気づき，それに価値を感じられることが，人々の地域に対する
安心感に重要である．本研究では，清掃活動等の地域貢献活動によって発生する「貢献者 / 受益者」という利
益的社会関係を検出し，この関係に基づいて相互の立場の人々が有益と感じられる情報を送信するSNSを開発し
た．実装したプロトタイプシステムを用いた被験者実験を行った結果，貢献者及び受益者に対してそれぞれ受信
した情報に有益性や主観的な嬉しさを感じる傾向あることが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：In local communities, people constitute not only explicit human relations 
but also implicit human relations. It is important for people's sense of security for people to be 
aware of each other's mutual awareness. In this research, SNS which detects the profitable social 
relationship of "Contributor / Beneficiary" caused by the community contribution activities such as 
cleaning activities and transmits information that mutual perspective is perceived as beneficial 
based on this relationship was developed. As a result of experiments using our prototype system, it 
became clear that contributors and beneficiaries tend to feel beneficial and subjective pleasure to 
the received information. 

研究分野： 情報システム

キーワード： SNS　ソーシャルコンピューティング　Twitter　地理情報システム　地域SNS

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
近 年 ， 多 く の 人 々 が  SNS (Social 

Networking Service)をコミュニケーション
や情報取得の目的で利用している．Twitter
や Facebook に代表される SNS では，ユーザ
は著名人，趣味嗜好の合う人々, 知人や友人，
家族などをフォローすることで，彼らが発信
する情報から自分にとって有益な情報を取
得することが可能である．これらの SNS で
形成される人間関係は，特定の人物間で意識
的に情報のやりとりが行われるという意味
で，明示的な関係である．さらに，この関係
性はユーザがフォロー関係を変更しない限
り，その関係性が維持されるという点で静的
な関係性であるということができる． 
一方で，図１に示すような，地域社会全体
での人間関係に目を向けたとき，人々は既存
の人間関係だけではなく，日々の生活の中で
自分自身が気づいていないうちに多くの
人々と関わりあっていると考えられる．ソー
シャル・キャピタル論では，地域内の見知ら
ぬ人への信頼である「一般的信頼」が地域社
会の協働を促進する要素として重要視され
ている．もし多くの人々が暗黙的人間関係を
認識し，関係の認識がお互いにとって有益で
あるならば，それはその人の地域の見知らぬ
人々への信頼感を深めることにつながり，安
心・安全感の醸成に寄与したり，地域の協働
を促進することが期待できる． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では暗黙的な人間関係に着目し，そ

の関係に基づき有益な情報を互いに配信す
るためのSNSを提案することを目的とする． 
例えば，地域の公園を清掃したボランティ
アと，その公園の利用者には「間接的に恩恵
を与えた / 受けた」という影響関係が成立し
ている．間接的な影響関係はお互いの意識を
介さず形成されているため，我々は通常その
関係を認識することはできない．このような
実空間での間接的な影響関係の中でも，特に
その関係性を認識することが相互にとって
有益となるような関係性を，本研究では利益
的 社 会 関 係 (BSR, Beneficial Social 
Relation)と呼ぶ． 
地域社会の人々がBSRを認識できることは
地域の安心・安全を実現するためにも重要で
あると考えられる．現在，社会学におけるソ
ーシャル・キャピタルに関する研究分野では，
互酬性の意識や地域での見知らぬ人々に対
する信頼感が，地域コミュニティの安心・安
全に寄与するという研究成果が得られてい
る． 
我々はこれらの研究成果に基づいて，地域
で形成される BSR を相互に認識可能にして, 
それぞれの人々に対して有益な情報を配信
することで，今まで見えなかった地域内での
暗黙的関係性をポジティブに意識すること

ができ，結果的に地域の人々の協働を促進し
たり，人々の地域に対する安心・安全感の醸
成に繋がることが期待できると考える． 
しかし，BSR は暗黙的関係であり，既存の

SNS はあくまでも明示的な関係性を持つ
人々同士による情報交換のみをサポートし
ているため，暗黙的関係を取り扱うことは困
難である．そこで，BSR を自動的に検出し，
相互に有益な情報を配信するための SNS を
開発することが本研究の目的である． 
本研究では貢献活動を，物理的に行われる
ボランティア活動であり，その活動がモノや
場所を介して間接的に他の人々に影響する
ものと定義する．例えば，清掃活動や花の水
やり，駐輪場の整理などは本研究で扱う貢献
活動である．一方で，図書館での読み聞かせ
や身寄りの無いお年寄りの話し相手をする
活動など直接的に人々に影響を与える行動
は対象としない．実世界において貢献活動を
行う人々は貢献者と呼び，この貢献者の貢献
活動から影響を受ける人々を受益者と呼ぶ． 
上記の例のように，実世界での貢献者と，受
益者の間には BSR が存在していると考える
事ができる．本研究では，この地域貢献活動
によって動的に発生する BSR を取り扱い，
これらの関係性において各々のユーザに有
益な情報を送信するための手法を開発した． 
 
３．研究の方法 
 
我々は，貢献活動が行われる際には，暗黙的
影響関係としての BSR が発生しているとみ
なし，情報システムによって本来認識できな
かったつながりをユーザに認識させ，両者に
とって有益な情報を提示することのできる
SNS を開発した．  
本システムにおけるユーザの役割は，貢献
者と受益者の二種類がある．この役割は排他
的ものではなく，ユーザは貢献者，受益者の
両方の役割を担うことも可能である．以下に，
本システムを利用するプロセスを示す． 
 貢献者は，実空間上のモノや場所に対し

て清掃活動等の貢献活動を実施する． 
 貢献者は提案システムに対して貢献情

報（貢献者が行った活動に関する情報）
を登録する． 

 システムは受益者と貢献者の間の BSR
を推定する． 

 提案システムは，形成された関係に基づ
いて，受益者に貢献情報を配信する． 

 受益者は，明示的に好意的フィードバッ
クとしての影響情報を返すことができ
る． 

 提案システムを介して，貢献者に対して
影響情報が伝達する． 

 受益者が貢献者に対して送信するフィー
ドバック情報として，明示的なフィードバッ
ク情報と暗黙的なフィードバック情報があ
る．明示的なフィードバック情報は，ユーザ
が自発的に「いいね」ボタンを押すなどの明



確な意思をもって行うことにより生成され
る情報である． 
 暗黙的なフィードバック情報とは，ユーザ
の意思に関係なく存在する情報である．例え
ば，受益者の影響を受けた数やその位置情報
などは暗黙的なフィードバック情報情報で
ある．上記のプロセスにより，提案システム
は貢献者・受益者双方に有益な情報を提供す
る．このような情報のやりとりによって，貢
献者，受益者それぞれにとって次のような効
用をもたらすことを目指す． 
1. 受益者が，貢献者の存在および貢献の影

響を受けていることを認識可能になる．
これにより受益者が嬉しさを感じたり，
地域に対する信頼・愛着感を深められる． 

2. 貢献者が，自身の活動の影響を認識でき
るようになる．この影響に関する情報
（影響情報）は，貢献者の行動に社会的
意味付けを明確に与え，貢献者の活動モ
チベーションを高められる． 

受益者として貢献情報を受信したユーザが
情報に価値を感じられるようにするため，受
益者の推定および貢献情報の配信は，各ユー
ザの生活圏情報に基づいて行う．ユーザの生
活圏情報を取得するための方法として，ユー
ザの地理的な滞在地点とその存在時間を利
用する．まず，受益者のそれぞれの滞在地点
は四分の一地域メッシュ（一辺約 250m）に
集約する．そして，すべてのメッシュが持つ
存在時間をデータの計測期間で正規化した
ものをメッシュのスコアとして用いて，生活
圏情報とする． 
提案 SNS に登録される貢献情報はそれぞ

れが緯度，経度の位置情報を持ち，特定のメ
ッシュに属している．ユーザの生活圏内で行
われた貢献情報が登録された場合，システム
はユーザをその貢献情報の受益者であると
推定する．メッシュのスコアが高い場所で行
われた貢献情報から優先的に，受益者に対し
て貢献情報を配信する． 
貢献者の立場からは，その影響を受けた

人々から好意的なフィードバックが得られ
ることは望ましいことであると考えられる．
Tsukamoto らによるボランティア行為者に
対するアンケート調査の結果では，環境保護
運動という間接的貢献におけるボランティ
ア活動の動機づけについて，「人に喜んでも
らえること」が「極めて高い動機」としてあ
げられている．貢献者の立場からは，受益者
の意思を感じ取ることの出来る明示的フィ
ードバック情報のほうが有益性が高いと考
えられるが，明示的フィードバックの情報は，
受益者が意図して特定のアクションを取ら
なければ生成されないため，これらの情報が
継続的に貢献者に配信できるかどうかは受
益者の行動に依存してしまう．仮に受益者が
明示的フィードバックを返さなければ，貢献
者はフィードバック情報も得ることができ
ないという問題が生じる．この問題は，十分
なユーザ数が確保できていない初期状態の

SNS においては，特に顕著に起るものと思わ
れる． 
一方で，暗黙的なフィードバック情報は，
受益者が存在していれば受益者の自発的ア
クション無しに情報を利用できるため，比較
的安定してフィードバック情報を貢献者に
供給可能であることが期待される．しかし，
貢献者は実際に暗黙的フィードバック情報
に影響情報としての価値を感じるかどうか
は明らかになっていない．そこで本研究では，
上記の仮説を検証するために，受益者を外部
SNS から取得して暗黙的フィードバック情
報として可視化手法を使い貢献者に提示す
るアプローチを採用した． 
 
４．研究成果 
 
貢献者が実際に清掃活動を登録し，その影
響情報を受信・閲覧する機能を持つシステム
を設計した． 
本システムは受益者推定モジュール，影響
力算出モジュール，影響情報モジュールの３
つのコンポーネントから構成されている．ユ
ーザが貢献情報を登録すると，受益者推定モ
ジュールは Twitter API を利用してクエリを
発行して，最近貢献活動が行われた近隣で呟
いたユーザを収集する．このユーザ群を受益
者の情報として，影響力算出モジュールに送
る．このモジュールは貢献情報や受益者がそ
の時点で持つ影響力を計算する．計算後に送
られる情報を元に影響情報モジュールは可
視化処理を行いユーザに影響情報として提
示する． 
プロトタイプ上では，貢献情報の登録及び
影響マップを閲覧可能にするクライアント
を用意した．ユーザが貢献活動を行ったあと
に現地で活動を登録できることが望ましい
ため，PC だけでなくスマートフォン上でも操
作することができるようにHTML5技術を用い
て実装されている．ユーザは通常の SNS のよ
うに，各自のアカウントを使ってログインし，
各機能を利用する． 
貢献者は，清掃活動を行った後，自身の貢
献活動の内容をスマートフォン等で撮影し
て，これらのインターフェースを介してシス
テムに情報を登録する．ユーザは自身の貢献
に対する影響情報をそれぞれの貢献ごとに
確認することができる． 
提案する可視化手法が貢献者の支援に有効
かを検証するために，プロトタイプによる被
験者実験を行った． 
それぞれの被験者は任意の場所で清掃活動
を行った後，貢献情報をシステム上に登録し
た．システムは，貢献活動の影響力が０にな
った時点で 
e メールで貢献者に通知を行う．被験者は e
メールに添付されたリンクからシステムが
生成した影響情報を閲覧し，主観評価による
アンケートに回答した． 
 



 
可視化手法における影響マップは，明示的
なフィードバック情報が無い場合に，補完的
に貢献者の貢献活動の社会に対する意味付
けを行い，貢献者を支援するものである．し
たがって，本システムにおける影響マップの
主な目的は貢献者が関連を意識し，ポジティ
ブな気持ちを感じられるよう支援すること
である．貢献者の支援は，段階的に実現する
ものと考えられる．最初の段階として考えら
れるのは，影響マップに自身の活動との関連
性を感じる，ということである．この関連性
を感じることではじめて，影響情報に対して
ポジティブな感情を抱くことができるもの
と思われる．また，貢献者が十分に貢献活動
に価値を感じていれば，実際の貢献活動を誘
発することもできると思われる． 
被験者グループは，可視化された影響マッ
プを提示する可視化手法グループと，影響マ
ップを提示せずに貢献を受けたユーザ数の
みを提示するテキスト手法グループに分け，
それぞれに影響情報を提示した．被験者は普
段ボランティア活動等に従事していない２
０代の男女 12 名で，可視化手法グループは 6
名，テキスト手法グループ 6名である． 
被験者の主観評価では，次の質問群を用意
した． 
本アンケート調査では，6 段階(「1:全くそ
う思わない」「2:そう思わない」「3:どちらか
言うとそう思わない」「4:どちらかというと
そう思う」「5:そう思う」「6:そう思う」)の
リッカート尺度を用いた回答欄を設け，被験
者のそれぞれの質問に対する評価値として
用いた．５段階階にせず，偶数のスケールに
した理由は，被験者の価値判断において「ど
ちらでもない」という不明確な回答を避ける
ためである．質問群を下記に示す． 
Q1: 影響情報を見て，自分の活動が他者に
影響していることが実感できる 
Q2: 影響情報を見て，ポジティブな気持ち
になることができる 
Q3: 影響情報は，清掃活動をする上でのモ
チベーションになる 
すべての結果において可視化手法の平均値
はテキスト手法の平均値を上回っており，可
視化手法が受益者数だけの提示より貢献者
にとって有益な情報を示せていることがわ
かる．Q1 では，可視化手法の回答の平均は
4.667 と，高い平均値を得られた．２群間で
マン・ホイットニーの U検定を実施したとこ
ろ，検定の結果有意差は確認できなかった(p 
= 0.057)ものの，可視化手法はテキスト手法
よりも視覚的に訴求する分，実感として貢献
活動の影響をイメージさせやすかったので
はないかと考えられる．Q2では，可視化手法,
テキスト手法の二群間に有意差が認められ
た(p < 0.05)．これにより，可視化手法を用
いることが貢献者が影響情報を知った時の
嬉しさを高めるのに有効であることがわか
った．Q3 では，可視化手法の値はテキスト手

法に比べ高いものの，各質問の回答の中では
最も低くなった(p = 0.058)．実験後に聞き
取ったコメントでは，「自分の活動が知らな
い人に影響していることが分かると，やる気
が出てくる」という肯定的な意見もある一方
で，４（どちらかと言えばそう思う）の回答
をした被験者の中にも「一回だけの活動では，
なんとも言えない」という意見や，「視覚的
には面白いが実際にモチベーションになる
かどうかは分からない」という意見が聞かれ，
今回の可視化手法が被験者の大きなモチベ
ーションに結びつくわけではないことがわ
かった． 
これらの回答結果から，「いいね」などの明
示的フィードバックの無い情報でも，影響情
報として可視化することでより高い価値を
感じることがわかった．一方で，今回可視化
手法を適用された中で Q3 に対して２（そう
思わない）の評価をした被験者がいたが，こ
の被験者に関しては清掃活動を行った周辺
では殆ど位置情報付きツイートが投稿され
ておらず，影響マップがあまり意味を成して
いなかった．さらに，それに付随して貢献活
動の影響力がなかなか消費されないので，影
響マップが提示されるまでに長い時間がか
かってしまったことも評価を下げた原因と
考えられる．過疎地域における影響情報の生
成はTwitterの位置情報付きツイートを収集
するだけでは限界があることもわかった． 
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